
第 6次直方市総合計画策定に向けた小中学生アンケート                                     

 

 対象    市内の小中学校に通う小学５年～中学２年生 

 配布部数  1,984（市で把握している児童数） 

 回収数   1,517（小学生 891 中学生 626） 

 回収率   76.5％ 

 ※休校の影響により回収不能となった学校もある。 

 

 設問  ①あったら良いなと思うもの 

     ②将来なりたい職業 

     ③直方の自慢できるところ 

     ④１０年後どんなまちになって欲しいか 

     ⑤市長になったとしたらどんなことをしたいか 

 

 回答方法  自由記述による回答（②～④については設問に回答例を記載） 

 

 実施時期  令和２年２月 

 

 集計  自由記述の中で良く見られたキーワードを抽出し、そのキーワードの出現回数をカウント 

     した。また、「子供ならでは」など特徴的だと思われるものについても抽出した。 

 

 注記  記載例がある設問については、その内容がかなり影響しており、特に設問④⑤については 

     記載例と同内容がかなりの割合を占めていた。そのような場合においても記載と同意見 

     とみなして集計は行っている。（記載例と同内容を意図的に除外して純粋に考えた意見だけ 

     を抽出する方法も有効な方法とも考えられる）また、④と⑤については設問の趣旨として 

     ④将来像と⑤その対策という形であったが関連のない回答が大半を占めているため、④と 

     ⑤は別の設問という捉え方で集計する。 

 

集計結果と傾向                                        

 

（１）直方市にあると良いなと思うもの 

  

＜キーワード上位２０＞（割合はカウント数を回答者数で除したもの） 

１ 遊園地 12.3 ６ アニメ  4.9 

２ 公園 11.1 ７ 本 4.6 

３ ない、未記入等 8.6 ８ 遊べる 4.2 

４ 店 7.8 ９ イオン 4.0 

５ プール 5.3 １０ バス 3.6 



 

１１ ゲーム 3.0 １６ ショッピング 2.6 

１１ スポーツ 3.0 １６ 動物園 2.6 

１３ 自然 2.9 １８ ラウンドワン 2.2 

１３ 楽し 2.9 １８ 子供 2.2 

１５ 水族館 2.8 ２０ 皆 1.8 

 

遊園地や公園、プールなど遊べる場所を求める声が多く、アニメや本などの店舗を求める声も 

  見られた。また、バスの本数など日常生活に関わりがあるものを求める声もあった。「皆で」 

「子供から大人まで」「楽しめる」など多世代や多くの主体が楽しめる場所を求める意見もあ 

った。特徴的な意見としては以下のとおり。 

    

何でも相談施設 eスポーツの大会場所 

人と人とがもっと交流できる場所 パルクール場 

フリースペース 職業体験所 

勉強を教えてもらう所 サバゲーの施設 

どんな人でも使えて交流できる場所 フリースクール 

 

  相談施設やフリースクールなど居場所を求める意見やフリースペースや交流できる場所など交流 

  できる自由な場所を求める意見もあった。また、勉強を教えてもらう場所や職業体験所など学校 

  の勉強以外でも学ぶ場が欲しいというような意見もあった。また、子供ならではの意見としては、

スポーツやゲームなどが多く、eスポーツやパルクール、サバゲーなどの流行を反映した意見も 

  あった。少数意見ではあったが、「今のままでいい」という意見も見られた。 

 

（２）将来やりたい仕事 

 

＜キーワード上位２０＞（割合はカウント数を回答者数で除したもの） 

１ 決まってない等 14.9 １１ 警察 2.0 

２ 美容師 5.7 １２ 野球 2.0 

３ 看護師 5.4 １３ 動物 1.9 

４ 保育 3.8 １４ 海外 1.8 

４ ショップ 3.8 １５ 守る 1.7 

６ プログラマー 3.5 １６ 消防 1.6 

７ サッカー 3.1 １７ 薬剤師 1.6 

８ 建築士 3.0 １７ デザイナー 1.6 

９ スポーツ 2.8 １７ ゲーマー 1.6 

１０ 先生 2.7 ２０ パティシエ 1.5 

 



  未記入や「ない」、「決まっていない」などの意見が最も割合が高いが、85％は何らかの回答を 

しており、この年代においても将来なりたい職業を考えていることが分かる。美容師、看護師、 

保育士、プログラマー、建築士、先生など専門職になりたいという意見が多く見られた。 

 

（３）他の町の人に自慢、おすすめできること 

 

 ＜キーワード上位２０＞（割合はカウント数を回答者数で除したもの） 

１ 自然 27.2 １２ チューリップ 3.1 

２ 焼きスパ 12.1 １３ びっくり市 2.0 

３ 福智山 9.4 １４ 美味しい 1.9 

４ 親切 8.3 １５ 店 1.8 

５ 遠賀川 7.0 １６ 緑 1.6 

６ 未記入等 5.8 １７ 駅 1.3 

７ 成金饅頭 5.2 １８ 空気 1.3 

８ イオン 4.4 １８ 公園 1.3 

９ 花火 4.0 ２０ 挨拶 1.0 

１０ 優しい 3.6 ２０ おいしい 1.0 

１１ もち吉 3.5 ２０ 神社 1.0 

 

  「自然が多い」などの意見の他、福智山、遠賀川、緑など自然に関する物が自慢と考えている 

人はかなりの割合を占めている。また、周りの人が親切、優しいなど人の良さを感じている意 

見も多く見られた。焼きスパや成金饅頭などの名物も子供たちにも認知されているとともに、 

自慢と感じる人も一定割合は存在している。花火大会やチューリップフェアなど市外からの人 

を呼びこめるようなイベントも自慢と感じている。また、もち吉、びっくり市など直方ならで 

はの物も意見としては多かった。また、具体的な物ではないが、「店がある」「食物が美味しい」 

など生活に関わる部分で自慢と感じている人もいた。特徴的な意見としては以下の通り。 

    

高齢者など優しい人が多い 自然は多いがそこまで不便ではない 

親切な人が多い 北九州や中間などに行きやすい 

きれいな自然があるのに不便じゃない所 挨拶したら挨拶を返してくれる 

ご飯屋さんが多い 歴史や文化財がある。 

食物がいっぱいあってとても美味しい 山に囲まれていて気持ちが安らぐ 

 

   人の良さ、生活環境の良さに加えて、自然と利便性が共存していることの良さを感じている 

   人もいた。 

 

 

 



（４）１０年後どんなまちになってほしいか 

 

＜キーワード上位２０＞（割合はカウント数を回答者数で除したもの） 

１ 自然 27.0 １０ 都会 2.2 

２ イベント 21.2 １２ 店 2.2 

３ お祭り 14.1 １２ 今 2.2 

４ 皆 7.6 １４ 安心 2.1 

５ 教育 4.5 １４ 笑顔 2.1 

６ わからない等 4.4 １６ 遊 2.0 

７ 楽しい 4.0 １７ 子供 1.9 

８ きれい 3.4 １８ 住みやすい 1.6 

９ 平和 2.6 １９ 楽しく 1.6 

１０ 安全 2.2 １９ にぎやか 1.6 

   １９ 犯罪 1.6 

 

 「自然が豊か」「お祭りやイベントが多い」「教育に力を入れる」などの意見が多くを占めていた。 

 また、「犯罪のないまち」などのように安全、安心、平和なまちを望む声や、「皆」が「楽しい」「笑顔」

などの意見もあった。「都会」になって欲しいという声がある一方で、「今のままでいい」という意見 

 も見られた。特徴的な意見は以下の通り。 

 

もっともっと自然の豊かな町 

他の県の人たちなどに「この町いいな」と思ってもらえる町 

子どもを思っている町 

とにかく時代に追いつける町（月に 2回市民にアンケートを取る） 

学力が高い町 

住民同士が仲良くできて町全体でいろんなことに取り組める町 

どんな人でも受け入れる直方市 

教育、子育てに力をいれる町、医療に力を入れる町、待機児童がいない町 

子ども達がわかりやすく簡単に勉強を理解できる町 

動物などが捨てられたりしない町 

豊かで皆が笑って過ごせるような町 

住んでいる皆が直方市民という誇りをもって住める町 

自然はそのままで教育に力を入れて伝統的なことは受け継がれている町 

人と人が協力し、お互いに助け合ったりする町 

子供達が楽しめるゲームとかが多い町 

昔のまちを活かしているお店や施設がある町 

市民 1人 1人が交流して関係を深め合え仲良い町 



どんな人でも自由に生きれる、勉強など自分で学び子供に押し付けない町 

今のままでいい。 

安全、防犯が保証されている町 

直方って〇〇が有名よねと言われる町 

直方全体の人々の交流が深い町 

外国人が住みやすいグローバルな町、高齢者や障がい者も住みやすい町 

帰ってきたら安心できる町、変に都会になって欲しくない 

商店街が復活する町 

人が人を思い合って個性豊かな町 

 

  「他の人に良いと思われる」「市民が誇りをもって」などシビックプライドのような考え方 

  や、「皆が」「どんな人でも」「外国人が住みやすい」など全ての主体にとってという意見が 

あった。また「住民同士が仲良く」「人と人が協力し」「市民１人１人が交流して」など市民 

同士の交流や連携が必要という意見や、「学力が高い」「勉強などを自分で学ぶ」など子供た 

ち自身が教育環境を求める意見もあった。「時代に追いつく」という意見がある一方で、「伝 

統的な」「昔のまちを活かす」「都会になって欲しくない」などの昔や今のものを大切にと 

いう意見も見られた。少数ではあったが「商店街の復活」という意見もあり、この世代にお 

いても商店街の活性化を望む声もあることがわかった。 

  

 

（５）市長になったとしたらやってみたいこと 

 

＜キーワード上位２０＞（割合はカウント数を回答者数で除したもの） 

１ イベント 28.1 １１ 学校 2.9 

２ 自然 13.3 １２ ゴミ 2.6 

３ ポスター 12.5 １３ 木 2.1 

４ わからない等 12.1 １３ 楽しい 2.1 

５ 毎月 11.9 １５ 子供 2.0 

６ 皆 6.1 １６ きれい 2.0 

７ 海外 5.3 １７ 呼びかけ 1.8 

８ 交流 4.7 １７ 地域 1.8 

９ 祭り 3.8 １９ ごみ 1.6 

１０ 英語 3.6 １９ 施設 1.6 

 

  「イベントを毎月する」「自然を守るためのポスターを作る」「海外の人と英語で話す機会を 

  作る」などの意見が多かった。特にイベントを開催するという意見はかなりの割合を占めて 

  いた。また、自然環境の保全については、ポスター等での呼びかけの他、「ゴミ拾いをする」 

  「木を植える」などの意見もあった。特徴的な意見としては以下のとおり。 



  直方→日本→世界と広がるようなことなどをしてみたい。 

直方の良さを増やすための活動をする 

地域の人達と子供会などを作る。 

直方市のいいところを全国の CMとして PRする。 

毎年５００円を寄付し、今の直方市の緑や自然を守る。 

皆がいつも楽しくできる場所などをたくさん作りたい 

犯罪が無くなるために地域の人に呼びかけをしたい。 

大人が子どもをいつでも守る社会になって欲しい。子どもが自由な直方市。 

市内の人たちの仲が深まるようなイベントを毎月する。対象年れいなしのイベント。 

病院代を中学 3年生まで安くする。市が作る学童を作る。1人で子育てをしないよう月 1親同

士の集まりをする。勉強の楽しさを伝える。 

勉強を 1対 1で教えてもらうようにする。 

直方市みんなが絶対に仕事を休めてゆっくりできる日 

若い人からお年寄りまで皆が楽しめるイベントをたくさん開催する 

ＣＭやＰＲの予算をあげて知名度を上げることから始める、人気になるようなスポットを作る。 

PRなどをせずに皆が直方市に来るようきれいで親切な町を作り上げる。 

町の人たちと協力して遊んだりイベントやお祭りをする。 

学校にペッパー君を置く。１人１台タブレットでオンライン英会話。学校を大きくする。 

朝、皆で体操をするイベントをして毎日健康でいられる取組をする 

環境問題のために福智山に風力発電を行ったり、どの家にもソーラーパネルを設ける。 

全ての小、中学校（直方市内）の人たちが触れ合う機会を作る 

カードショップなどカードゲームの大会をする場所を作りたい 

教科書ではなくタブレットにする 

自分の好きなことを気軽に話せるようなイベントをやりたい 

小中学校にかける費用を高くする 

大手企業に就職できる確率が高い高校、大学を作って若者が多く来るような町にする。 

全ての学校で 1時間ゲームなどで遊ぶ時間を作る。 

パン屋や保育園などで子どもから大人まで 1日職業体験ができるようにする。 

商店街を復活させてスイーツの店などを作る、色々なお店の人に手伝ってもらう。 

老人ホームなどに保育園などの子供達がお遊戯会で踊ったものを見せたりする。 

直方名物をたくさん作る 

中学校に eスポーツ部を作る。 

直方と言えば〇〇！と皆が分かるような物を作りたい。 

子育てママさんを支える活動や親がいない子供達、学校に行けない子達の支援 

  意見としては、「名物を作る」「ＰＲする」などの知名度向上の他、市内の関わり、交流が深まる 

ようなことをしたいという意見もあった。また、子育てや学校にお金をかけるというような意見 

や、カードゲーム、eスポーツなど子供ならではの意見もあった。 



 まとめ                                           

 

（１）あったら良いなと思うもの 

  遊園地や公園などの遊ぶ場所を求める声が多く、相談できる場所や交流できる場所など居場所を 

  求める声もあった。子どもならではのアニメやゲーム関連の意見もあり、子供にとって魅力的な 

  場所を考える上での参考となる。 

 

（２）将来なりたい職業 

  多様な意見があったが、専門職を求める声が多かった。大学や専門学校などがない直方市において 

  は進学時に人口が流出してしまうことはある程度避けられない面があるが、戻ってきて活躍できる 

  場をどのように提供していくかということはＵターン促進のためには議論が必要 

 

（３）直方の自慢できるところ 

  自然をはじめとして市の良さを子供たちも感じているが、それが定住やＵターンに直結するように 

  愛着をもってもらう取り組みを深めていくかというのも課題。 

 

（４）１０年後どんなまちになって欲しいか 

  「自然豊か」「イベントが多い」などの他、「人と人との交流」や「どんな人でも」というような、 

  様々な主体がいろいろな関わりを持っていくというＳＤＧｓの考え方に近いような意見が傾向と 

  して見られた。また、子供達自身も学校や教育にお金をかけたり、力を入れたりして欲しいと 

いう意見も持っている。また、犯罪や事故などがない安全・安心・平和なまちになって欲しいと 

いうような意見も見られた。 

     

（５）市長になったとしたらどんなことをしたいか 

   上記のように、イベントや交流など「人のつながり」が必要という意見や子育てや教育にお金 

  を投入することが必要という意見もあった。自慢に思っている自然環境を守っていく必要がある 

  という意見も多かった。 

  

 


